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問 まちづくり推進課 防災安全グループ ☎ 0247-62 ｰ 1114

～自分と大切な人の命を守るために～
　９月から10月は台風やゲリラ豪雨など
の自然災害が発生しやすい時期になりま
す。近年は、線状降水帯が多発し、予測で
きない集中豪雨がしばしば起こっていま
す。いざという時の災害に備えて、防災対
策を意識することが重要です。

1 新たな防災気象情報のポイント

2 福島県の防災アプリを活用しよう

　今年度から新たな防災気象情報の運用が始まりまし
た。これまでは ｢大雨警報｣、｢洪水警報｣ といった名
称だけを発令しており、危険度が分かりにくい面があり
ました。新たな防災気象情報の運用では、警戒レベルと

気象情報が対応した形式となり、避難すべきタイミング
が判断しやすくなりました。
　防災無線やＬＩＮＥ、ＨＰ等から最新の情報を活用し、
早め早めの行動を心がけましょう。

▶警戒レベル５
　既に安全な避難ができず命が危険
な状態です。警戒レベル５（緊急安全
確保）の発令を待ってはいけません。

▶警戒レベル４
　避難指示が発令された対象地域の
方は立ち退き避難等が必要です。この
タイミングで危険な場所から避難し
ましょう。

▶警戒レベル３
　避難に時間を要する高齢者や障害
のある方は、危険な場所から避難して
ください。

▶豪雨時の屋外への避難は危険です。自
宅の２階へ避難（垂直避難）などで可
能な限り安全を確保してください。

　いざというときに必要な情報や機能が集約
されたアプリです。「福島県防災アプリ」を
活用して迅速な避難行動につなげましょう。

▶主な機能
1 各種防災情報のお知らせ
　⇒避難情報や気象情報をプッシュ通知でお知らせします。
2 防災マップの閲覧
　⇒土砂災害、洪水等のハザードマップが確認できます。
3 備蓄品リストの作成
　⇒避難行動に必要な備蓄品のリストを作成できます。
4 安否登録、確認
⇒グループ登録したユーザー同士で位置情報を共有し、
　安否状況を確認できます。

5 避難計画の作成
　⇒自分に合った避難計画「マイ避難シート」を作成できます。
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